
　「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」
八
幡
っ

子
の
朝
は
、
地
域
の
見
守
り
隊
の
方
々
の

元
気
な
あ
い
さ
つ
に
包
ま
れ
て
始
ま
り
ま

す
。
子
ど
も
は
地
域
の
宝
、
地
域
全
体
で

子
ど
も
を
育
て
る
と
い
う
気
持
ち
が
、
学

校
全
体
に
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
の
指
定
を
受
け
た
こ
と
を
機
に
、

郷
土
愛
を
育
む
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
教
育
活

動
の
柱
と
し
、
昨
年
度
か
ら
教
育
目
標
を

「
佐
渡
・
八
幡
を
愛
し
、
貢
献
で
き
る
八

幡
っ
子
」
に
刷
新
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

を
象
徴
し
て
い
る
の
が
、
生
活
科
と
総
合

的
な
学
習
の
時
間
の
地
域
密
着
型
の
学
習

で
す
。
八
幡
地
域
の
人
、
も
の
、
こ
と
に

つ
い
て
「
知
る
活
動
」、「
関
わ
る
活
動
」、

そ
し
て
「
貢
献
す
る
活
動
」
と
系
統
的
、

発
展
的
に
学
べ
る
よ
う
に
学
習
計
画
を
構

成
し
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
は
地
域
行
事

で
あ
っ
た
海
岸
清
掃
や
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
大

作
戦
、
学
校
行
事
の
大
運
動
会
や
文
化
祭

（
学
習
発
表
会
）、
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
の
も
ち
つ

き
大
会
な
ど
を
地
域
学
校
協
働
活
動
に
位

置
付
け
、
学
校
全
体
で
地
域
に
貢
献
す
る

活
動
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
貢
献
で
き
る
八
幡
っ
子

を
目
指
し
、
地
域
と
と
も
に
頑
張
り
ま
す
。
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全校児童・保護者・地域住民で取り組んだチューリップ大作戦

旧
相
川
拘
置
支
所
「
事
務
所
棟
」
の
廊
下
を

進
む
と
、
鉄
格
子
戸
で
仕
切
ら
れ
る
「
炊
事
・

倉
庫
棟
」
に
入
り
ま
す
。
こ
の
炊
事
・
倉
庫
棟

に
は
、
文
書
庫
や
被
収
容
者
と
職
員
の
食
事
を

作
っ
た
炊
事
場
な
ど
が
あ
り
、
当
時
使
用
さ
れ

て
い
た
か
ま
ど
や
食
器
棚
が
残
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
炊
事
・
倉
庫
棟
か
ら
奥
へ
進
む
と
「
居

房
棟
」
が
あ
り
ま
す
。
居
房
棟
は
、
被
収
容
者

を
収
容
す
る
た
め
の
部
屋
で
定
員
１
人
広
さ
約

３
畳
の
独
居
房
が
６
室
、
定
員
３
人
広
さ
約
６

畳
の
雑
居
房
が
３
室
と
医
務
室
が
残
っ
て
い
ま

す
。
各
房
の
扉
の
横
に
は
報
知
器
と
呼
ば
れ
る

短
冊
状
の
板
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
中
か
ら

ボ
タ
ン
を
押
す
と
板
が
下
が
る
仕
組
み
で
、
看

守
に
要
件
が
あ
る
時
に
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
で

す
。
ま
た
、
居
房
棟
の
天
井
中
央
に
は
、
明
か

り
採
り
用
の
天
窓
が
あ
り
、
暗
い
棟
内
の
廊
下

に
外
光
を
取
り
入
れ
る
造
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

旧
相
川
拘
置
支
所
の
内
部
は
、
無
料
で
一
般

公
開
さ
れ
て
お
り
、
自
由
に
見
学
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
一
度
当
時
の
雰
囲
気
を
体

験
し
に
、
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

【
旧
相
川
拘
置
支
所
　
公
開
時
間
】

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分（
年
中
無
休
）

鉱
山
町
あ
い
か
わ・上か
み
ま
ち町
散
策
⑧
　
旧
相
川
拘
置
支
所（
そ
の
3
）
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炊事場のかまど居房棟

昨年12月24日地域の見守り隊に
よるあいさつ運動
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